
 

 

 

 

キャリアステージに応じた研修会を実施しました 

 夏季休業中に「ベテラン教員ガイダンス力アップ研修」、「若手教員スキルアップ研修」を開催

しました。それぞれのキャリアステージに応じ、目の前の子どもたち一人ひとりのために何ができ

るかを考え、実践力を育む研修となりました。 

 なお、「ミドルリーダーレベルアップ研修」の内容については第８６号でお知らせしていますの

で、御確認ください。 

 

【ベテラン教員ガイダンス力アップ研修】７月２６日（水） 

 小・中学校から６１名の先生が参加しました。講師に元Ｔ

ＹＳアナウンサー杉山裕子氏をお迎えし、「ガイダンス力 

ｕｐの秘訣」について講義・演習を行っていただきました。

参加者は豊富な教職経験を基に、後進の育成に対する自己の

ガイダンスの在り方について理解するとともに、具体的な助

言方法を研修しました。 

 Ｑ．講義・演習はどうでしたか。 

 「コミュニケーションをとる上で、相手を知ること、共感

や傾聴が必要であること等、大切なことが学べました。」「教

育相談の基本的なテクニックは知っており、実践もしている

つもりでしたが、研修をとおして知らないことを学べたり、

多くの演習を行うことができたりして、とても勉強になりま

した。」などの感想がありました。 

 研修で見つけた新しい視点を、各学校での後進の育成にぜひ生かしていただきたいと思います。 

 

【若手教員スキルアップ研修】８月３日（木）・４日（金） 

 ミドルリーダーレベルアップ研修参加者から１５名を指導

者に迎え、教職経験４・５年目の小・中学校教員６５名を対

象に、２日間にわたって行いました。研修では、今求められ

る学力についての理解を深め、具体的な指導方法について協

議や演習をグループワークを中心として行いました。 

 演習では、１日目は全国学力・学習状況調査の問題を用い

た授業作りに取り組み、模擬授業も行いました。２日目には

各自が持参した指導案を検討し、お互いの授業をよりよいも

のにするために熱心に協議する場面と、たくさんの笑顔がと

ても印象的な研修でした。 
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 Ｑ.問題を用いた授業作りはどうでしたか。 

 「グループで調査問題をいろいろな教科につなげて捉え直

し、授業を作ることで、自分にない工夫や考え方を多く学ぶ

ことができました。また、より広い視野で教材を見ることの

面白さや大切さを改めて学びました。」「一人では思いつか

ないアイデアを教えてもらい、授業のイメージが具体的にな 

って楽しかったです。」などの感想が寄せられました。 

 

 Ｑ.持参した指導案についてのグループ検討はどうでしたか。  

 「自分では気づかない視点を、『否定』ではなく、新しい

アイデアとしていただけ勉強になりました。他の方からの指

摘を、ここまで熟考したのは初めてで、達成感がありました。」

「校種、教科が違っていても意見交換ができ、すべてが新鮮でした。校種・教科が関係なく、指導

案について、一生懸命、共に悩んでくれて、ありがたく感じとても心強かったです。」などのうれ

しい声を多く聞くことができました。 

 この研修で学んだ内容や校種を越えた交流によって生まれた絆が、各学校での子どもたち一人ひ

とりの学びを支えるパワーとなることを期待しています。 

 

山口県小学校・中学校教育課程説明会 

 平成２９年３月３１日に小・中学校の新学習指導要領が公示されました。小学校では２年間の移

行期間を経て平成３２年度から、中学校では３年間の移行期間を経て平成３３年度から全面実施と

なります。本年度は、改訂の趣旨や内容の周知・徹底の年と位置付けられており、県内を西部・中

央・東部の３つのブロックに分け、教育課程説明会を行う予定でしたが、台風のため中央ブロック

については延期しました。終了した２つのブロックでは、今後、各学校で復伝を行うとともに、適

切に移行措置が行われるようお願いします。 

 なお、中央ブロックについては、１２月２６日（火）にセミナーパークで開催する予定です。 

 

【資料を活用しよう！】 

 「新学習指導要領ではどんな授業改善を進めていけばいいの？」「アクティブ・
ラーニングの視点からの授業改善って言われても･･･」と思われたことはありま
せんか。教育課程説明会の持参資料にもありました『授業づくりと評価の手引き
【改訂版】』には、こうした悩みの解決策が、授業における指導の工夫一つずつ
について、①主体的な学びの視点から ②対話的な学びの視点から ③深い学
びの視点から の３つのポイントについてヒントが掲載されています。校内研修
だけでなく、日々の授業にも活用できる内容となっていますので、再度、御確認

ください。   『授業づくりと評価の手引き【改訂版】』については、 
                    １．山口県教育庁義務教育課のＨＰに入る。 
                    ２．「学力向上」の中の「学力向上資料一覧」に掲載されています。 


